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「1 月 31日の皆既月食（２）」 

お茶の水女子大学附属小学校 田中 千尋 

 
 皆既日食や金環食が起きる前には、報道も世間も大

騒ぎをして、さまざまなグッズが販売される。しかし、

月食は数年に一回見られるので、あまり騒がれないし、

観察用の物品の販売もない。私は今回も「月食早見盤」

を作って、子どもたちに配布することにした。 

 
 これがその型紙である。（２ページ目に拡大画像あ

り。印刷・転送・配布可）Ａ４のケント紙に印刷する

のが一番良いが、画用紙半分の大きさ（縦 27cm、横

19cm）に印刷しても良い。 
 型紙は２つのパーツだけで、非常に簡単にできる。

ただ私は３年生の授業で作らせたかったので、青い部

分を切る抜かなくてもいいように、その部分だけ、

OHP シート用の透明シート（インクジェットプリン

ターで印刷可）に印刷して、別に配布することにした。

カッターが使える上学年の子どもなら、この型紙をそ

のまま渡せばうまく作れる。持ち帰らせて、家庭で作

らせても良いだろう。作業は３年生でも簡単である。

今日は一クラスで試したが、５分程度で完成した。で

きあがった早見盤を手にして、嬉しそうだった。 

 
「あ、いろんな形の月が見えるよ！」「あ、おせんべ

い一口月になった！」「ぼく、絶対月食見よう！」 

 
 地球の影の中央が赤くなっているのは、皆既月食中

の月は、赤く（赤銅色に）見えるからだ。 

 
「私はこの形の月が好き！」三日月に似ているが、実

は月食中の月は、普段見える月とはまったく形がちが

う。月の下の四角い窓には、時・分・食分（月の直径

に対する欠けた割合）が正しく表示されるように計算

して作った。もし曇って、月食が見えなくても、この

早見盤で月の形の変化を少し実感できるだろう。 
（３ページ目に月食解説あり。印刷・転送・配布可） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


